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資料１－１



• 平成29(2017)年度にスタートした柏崎市第五次総合計画は、令和7(2025)年度をもって９年の

計画期間が終了します。

• 目まぐるしく変化する社会情勢にスピード感を持ち、柔軟に対応するため、後期基本計画の

期間を４年間に変更し、まちづくりに取り組んできました。

• 柏崎市第五次総合計画の総括として、人口の推移や目標指標の達成状況を振り返り、第六次

総合計画の策定につなげていくことを目的とします。
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柏崎市第五次総合計画の総括について

【総括の目的】

【総括の視点】

• 人口動態の推移等

• ２つの重点戦略における成果と課題

• 各章の主な成果や課題及び分野別主要施策における目標指標の達成状況

• 第五次総合計画の全体総括

なお、各年度の重点戦略や施策、目標指標の評価の分析は、年度ごとの進行管理報告書に

おいて行っていることから省略しています。また、総合計画審議会による外部評価を実施し、

意見を踏まえて最終的な総括とします。

総括に当たっては、以下の視点で内部評価としてまとめました。
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人口及び人口動態の推移

資料：柏崎市市民課・住民基本台帳
※各年12月末日現在

※平成24（2012）年以降は外国人を含む
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住民基本台帳による人口動態の推移

出生 死亡 転入 転出

出生数は、令和4（2022）年に微増したものの、令和6（2024）年は、309人に落ち込んでいます。令和5

（2023）年と令和6（2024）年の社会動態は、前年より転出者が減少し、前年より転入者が増えていますが、

依然として転出超過は継続しています。



出典：住民基本台帳より

人口及び人口動態の推移

令和元（2019）年から令和5（2023）年は、新型コロナウイルス感染症の影響で人の流れが鈍化したと推測さ

れる令和2（2020）年を除いて、減少数が1,400人を超えています。人口は減少の一途をたどっていますが、

令和6（2024）年は社会増減と自然増減の合計が1,265人となり、人口の減少数が少し緩やかになりました。
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（人）

人口
計

社会増減 自然増減 計

転入 転出
増減
（A）

出生
（出生率）

死亡
増減
（B）

A＋B

令和元年
（2019年）

82,887 1,918 2,512 △594
490

（0.59％）
1,327 △837 △1,431

令和２年
（2020年）

81,745 1,757 2,083 △326
413

（0.51％）
1,229 △816 △1,142

令和３年
（2021年）

80,294 1,703 2,287 △584
377

（0.47％）
1,244 △867 △1,451

令和４年
（2022年）

78,887 1,700 2,189 △489
396

（0.50％）
1,314 △918 △1,407

令和５年
（2023年）

77,481 1,777 2,152 △375
320

（0.41％）
1,351 △1,031 △1,406

令和６年
（2024年）

76,216 1,808 2,104 △296
309

（0.41％）
1,278 △969 △1,265

人口の社会増減と自然増減



人口推移のまとめ
第五次総合計画策定を進めていた平成27（2015）年は、86,833人であった人口が、その5年後には約5,000人減少

しました。これまで分野別に目標指標を設定し、人口減少を抑制するための様々な施策に取り組んできましたが、

令和7（2025）年2月末の人口が75,902人となり、後期基本計画で目標としていた令和7（2025）年度末の人口76,000

人以上を既に下回る結果となりました。
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柏崎市第五次総合計画期間の人口推計



２つの重点戦略における成果と課題
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• 子どもを真ん中に置いたまちづくりを進め、様々な施策に
取り組み、目標指標のうち重点戦略１に関連する指標の約
７割が、目標を80％以上達成することができた。

• しかし、令和6（2024）年の出生数は、309人で前年より減
少した。また、R5（2023）年の合計特殊出生率も1.14とな
り、県内20市のワースト５となってしまった。

• 市民アンケートにおける、満足度と重要度の相関図からも、
少子化対策と子育て支援の充実は、引き続き力を入れて取
り組むべき課題といえる。

【重点戦略２】大変革期を乗り越える産業
イノベーションの推進

【重点戦略１】子どもを取り巻く環境の充実

• 時代潮流の変化を的確に捉え、環境・エネルギー産業を構築
し、地域経済の活性化と新たな雇用の創出により、生活基盤
の安定を目指し進めてきた。

• 重点戦略２に関連する14の目標指標のうち、約８割の指標で
最終目標値を達成または概ね達成した。

• 地域エネルギー会社設立により、市内公共施設で脱炭素電力
の受給を開始するなどの成果もあったが、著しい人口減少問
題では、転出超過の主な要因の一つとして、若者や女性から
から選ばれる企業が少ないなどの課題もあり、生活基盤の安
定化に注力する必要がある。



章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率

第１節　市民の生活を守る『頼もしさ』をつくる
主要施策１　原子力発電所の安全性向上を追求する

1
原子力防災対策に関する研修会等の開催
回数

防災・
原子力課

13回 9回 45回 55回 40回 ◎ 138%

2
原子力防災対策に関する研修会等の参加
人数（延べ人数）

防災・
原子力課

212人 149人 872人 1,173人 800人 ◎ 147%

主要施策２　自然災害に備えた対策を進める

1 森林経営管理事業の整備率（高柳地区） 農林水産課 0% 0% 0% 12.4% 100% × 12%

◆第１章から第６章までの章ごとに後期基本計画期間の主な成果を振り返り、１１２の目標指標について計画策定当初からこれまでの実績値をまとめました。
　
　【達成率の算出】　①令和５年度（直近の年度）の目標値を、令和７年度（最終年度）の目標値と同じ数値を目標としている場合、目標値に対する実績値で算出。
　　　　　　　　　　　　  ②目標指標が累計の場合、「目標値－計画の前年値」を最終年度までの年数で割り返し、その値を計画の前年値に加え、当該年度まで積算したものを目標値として算出。
　　　　　　　　　　　　　   例：長寿命化計画に基づく公営住宅改修実施棟数（累計）の指標の場合　：　16-14=2　2÷4＝0.5　@0.5　→　【R4目標：14.5　R5目標：15.0　R6目標：15.5　R7目標：16.0】
                                よって、R5の達成率は15÷15＝1　で　100%
                            ③年度ごとに決まった数値の増加を設定し、その積上げを目標としている場合、当該年度の設定に対する実績値で算出。

　【評価の見方】　◎：最終目標値を達成（１００％以上）　、　○：最終目標値を概ね達成（８０％以上）　、　△：最終目標値を５０％以上達成　、　×：最終目標値の５０％未満　、　－：把握不可等

課 題

【原子力防災】　原子力防災体制の更なる充実。原子力防災対策に対する住民の理解促進。
【地域防災】　地域の担い手の確保。地域防災力の維持。
【災害対策】　森林の荒廃の抑制。河川管理施設の老朽化対策。
【公共交通】バスの運転士確保。公共交通利用者数の維持。
【消費生活】　複雑化する特殊詐欺や悪質商法の被害防止。
【都市環境】　公園施設の老朽化対策。管理不全な空き家の削減。
【環境】　環境と経済が好循環する脱炭素社会の実現。

後期基本計画目標指標

第１章　防災・生活・環境～『頼もしさ』をつなぐまちをめざして～

・令和６年能登半島地震など近年増加している災害に対応するため、、災害対応全般に係る説明会や訓練の実施により、災害への備えや防災意識の醸成を図ることができた。
・国道８号柏崎バイパスの一部区間（城東～鯨波区間）が開通し、上越方面からバイパス経由で柏崎インターまでのアクセスが向上した。
・新たな地域公共交通計画の基本方針である「持続可能で、やさしい公共交通ネットワークの構築」を実現するため、AIオンデマンド交通「あいくる」の運行を開始し、
 市民の足を確保することができた。
・除雪車にGPS稼働記録装置を設置し、除雪の進捗状況や除雪車の走行場所が把握可能になり、得たデータを基に、作業の効率化を図ることができた。
・Live119映像伝送システムの運用が開始され、言葉で説明しずらい火災や救急の現場の状況や傷病者の応急手当の方法など、消防署と共有することができるようになった。

主な成果

柏崎市第五次総合計画の各章の主な成果や課題及び目標指標の達成状況
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章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率後期基本計画目標指標

2 民間住宅の耐震化率 建築住宅課 86.8% 88.1% 88.6% 89.2% 90.4% ○ 99%

主要施策３　防災や危機管理機能を高める

1 防災士養成講座による資格取得者数
市民活動
支援課

42人 40人 30人 45人 50人 重点１ ○ 90%

2 人口千人当たりの消防団員数 消防総務課 16.8人 16.7人 16.9人 17.2人 17.0人 ◎ 101%

第２節　快適な生活環境を支える『頼もしさ』をつくる
主要施策１　持続可能な公共交通ネットワークを構築する

1
1人当たりの公共交通の年間利用回数（鉄道
を除く）

企画政策課 3.94回 4.59回 4.72回 4.25回 5.26回 ○ 81%

2
柏崎駅における特急及び快速列車の運行本
数（特急列車）

企画政策課 5往復 5往復 4往復 4往復 5往復 ○ 80%

3
柏崎駅における特急及び快速列車の運行本
数（快速列車）

企画政策課 3.5往復 3.5往復 3.5往復 3.5往復 3.5往復 ◎ 100%

主要施策２　生活に身近な安全を確保する

1 交通事故発生件数
市民活動
支援課

68件 64件 67件 69件 60件以下 ○ 85%

2 柏崎市内の刑法犯認知件数
市民活動
支援課

282件 264件 232件 220件 250件以下 ◎ 112%

3 消費生活センターの相談件数
市民活動
支援課

613件 526件 589件 567件 750件 △ 76%

主要施策３　良好な生活を支える環境を守る

1 水道管路の耐震化率 建設課 33.3% 33.7% 34.1% 34.4% 35.3% ○ 97%

2 管理不全な空き家の削減件数（累計） 建築住宅課 76件 84件 95件 111件 106件 ◎ 117%

3
長寿命化計画に基づく公営住宅改修実施棟
数（累計）

建築住宅課 13棟 14棟 14棟 15棟 16棟 ◎ 100%
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章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率後期基本計画目標指標

第３節　社会基盤の整備による『頼もしさ』をつくる
主要施策１　社会基盤を機能的に整備する

1 都市計画道路の改良率 都市計画課 69.2% 69.1% 69.4% 69.7% 70.5% ○ 99%

2 市道改良率 道路河川課 50.4% 51.1% 51.4% 51.6% 51.2% ◎ 101%

3 柏崎港の年間貨物総取扱量 道路河川課 107,385ｔ 108,355ｔ 105,909ｔ 66,275ｔ 126,000ｔ △ 53%

主要施策２　安全な道路網を確保する

1 橋りょう長寿命化修繕件数（累計） 道路維持課 100橋 106橋 107橋 122橋 130橋 ◎ 103%

2 除雪機械の更新台数（累計） 道路維持課 73台 78台 82台 86台 95台 ◎ 100%

第４節　豊かな環境を守る『頼もしさ』をつくる
主要施策１　地球温暖化対策を進める

1 ECO2プロジェクト参加登録事業者数 環境課 232社 230社 1,706社 1,728社 300社 重点２ ◎ 576%

2 低炭素型創エネ・省エネ機器導入補助件数 環境課 27件 23件 26件 39件 32件 重点２ ◎ 122%

3 温暖化対策等教室参加人数 環境課 1,153人 1,287人 1,079人 1,100人 1,400人 △ 79%

主要施策２　資源を有効活用する

1 １人１日当たりのごみの排出量 環境課 905ｇ 919ｇ 923ｇ 900ｇ 869ｇ ○ 96%

2 リサイクル率 環境課 19.8% 19.6% 20.7% 20.1% 23%以上 ○ 87%

3 ごみ最終処分場埋立量 環境課 3,077ｔ 2,963ｔ 2,852ｔ 2,922ｔ 2,612ｔ ○ 88%
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章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率後期基本計画目標指標

主要施策３　美しい自然を守る

1 環境学校プログラム利用者数 都市計画課 29,766人 12,029人 12,429人 16,317人 　30,000人 △ 54%

2 クリーンデー柏崎の参加率 環境課 30.4% 25.1% 27.8% 28.5% 31.0% ○ 92%

章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率

第１節　『豊かな』暮らしを支える多様な働く場をつくる
主要施策１　雇用環境や就労機会を充実させる

1 市内高校卒業生の地元就職率 商業観光課 56.7% 53.1% 49.0% 45.2% 58.0% 重点２ △ 78%

2 市内2大学卒業生の地元就職率 商業観光課 10.8% 11.1% 10.6% 10.3% 17.0% 重点２ △ 61%

重点１

重点２

4 農業関連法人経営体数（累計） 農林水産課 59法人 60法人 61法人 62法人 63法人 重点２ ◎ 101%

3 ハッピー・パートナー企業登録数（累計）
人権啓発・
男女共同
参画室

52事業所 55事業所 57事業所

主な成果

・柏崎あい・あーるエナジー株式会社が鯨波・西長鳥の太陽光発電設備を運用し、市内の公共施設で脱炭素電力の受給を開始した。
・「柏崎フロンティアパーク」に進出した企業全１０社が操業を開始した。また、企業立地の新たな受け皿として、鯨波地内での産業団地造成に向けた基本構想の策定を進めた。
・中小企業等女性活躍推進事業助成金の交付により、女性専用トイレの整備や働きやすい就業規則への改正など、女性が活躍できる職場環境を進めた。
・柏崎市認証米「米山プリンセス」のアンバサダーとして、新潟市出身の越乃リュウさんが就任し、商品販売や情報発信などPRを促進した。
・柏崎市民を対象とした「親子森林ウォーキング」や柏崎市産材を使った木製ベンチづくりなどのイベントにより、林業・木材産業及び柏崎市産材を認知していただく
  きっかけとなった。

64事業所 80事業所 ○ 95%

第２章　産業・雇用～『豊かさ』をつなぐまちをめざして～

後期基本計画目標指標

課 題

【雇用】　就業人口・事務所数の維持・確保。若者や女性から選ばれる企業の創出。
【ものづくり産業】　脱炭素化など需要の変化への適応や競争力の維持・向上。
【企業誘致】　産業用地の造成。事業者の立地需要への対応。
【商業】　後継者の確保・育成。中心市街地の賑わいの創出。
【農業】　稼げる農業の推進。技術指導による担い手の育成・サポート。
【林業・水産業】　柏崎産材や国産材のPR。機械化などによる林業の生産性向上。漁業のイメージアップと後継者の確保。
【観光】　マンパワーが低下しつつある観光産業の維持。老朽化が進む観光施設の最適化。通年型・滞在型観光への転換による観光入込客の確保。
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章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率後期基本計画目標指標

主要施策２　起業・創業を支援する

1 柏崎・社長のたまご塾卒塾生数 商業観光課 18人 26人 18人 25人 20人 重点２ ◎ 125%

主要施策３　企業誘致を進める

1
企業立地促進助成金を活用して生み出され
た新規雇用者数

ものづくり
振興課

14人 6人 18人 24人 40人 重点２ △ 60%

第２節　『豊かな』産業を活かし稼ぐ力をはぐくむ
主要施策１　商業の魅力を高める

1
需要創出支援事業（あきんど協議会）による
支援事業所数

商業観光課 2事業所 2事業所 4事業所 5事業所 5事業所 ◎ 100%

主要施策２　農林水産業の持続性を高める

1 水産物の水揚高（出荷額） 農林水産課 96,183千円 92,193千円 97,418千円 115,922千円 104,017千円 ◎ 111%

2 学校給食における地場農産物の供給割合 農林水産課 46.4% 46.7% 44.2% 44.0% 55.0% ○ 80%

3 水田整備率 農林水産課 52.5% 54.1% 56.0% 56.5% 57.0% ○ 99%

4
多面的機能支払交付金事業における交付金
対象農用地

農林水産課 3,060ha 3,043ha 3,029ha 3,022ha 3,060ha ○ 99%

5 狩猟免許取得等支援者数（累計） 環境課 4人 15人 19人 22人 20人 ◎ 126%

主要施策３　産業の創造性と技術力を高める

1
ものづくりマイスターカレッジ受講者のうち技
能検定合格者数（累計）

ものづくり
振興課

148人 156人 165人 176人 200人 重点２ ○ 99%

2
新技術・新製品の開発や新規受注開拓に取
り組む中小企業者に対する支援数（実社数）

ものづくり
振興課

27社 28社 30社 31社 32社 重点２ ○ 97%

3
デジタル技術や知的財産権の活用に取り組
む中小企業者に対する支援数（実社数）

ものづくり
振興課

13社 16社 17社 23社 18社 重点２ ◎ 128%

4 情報関連産業における雇用者数 （累計） 企画政策課 231人 232人 232人 239人 265人 重点２ ○ 90%
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章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率後期基本計画目標指標

5
情報関連産業における雇用者数 （うち女性）
（累計）

企画政策課 66人 70人 69人 71人 80人 重点２ ○ 89%

主要施策４　地域資源の活用により観光産業を強化する

1 延べ宿泊者数 商業観光課 166,265人 190,000人 194,550人 227,603人 257,000人 ○ 89%

章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率

第１節　『健やかな』心と体をはぐくむ
主要施策１　心と体の健康づくりを進める

1
健康づくりを担う人材（健康推進員、食生活
改善推進員、高齢者運動サポーター）の人
口千人当たりの人数

健康推進課 9.7人 9.54人 9.63人 9.5人 9.7人 重点１ ○ 98%

2 国民健康保険特定健診受診率 健康推進課 50.9% 49.0% 50.1% 52.5% 60.0% 重点１ ○ 87%

3 小学生の肥満傾向割合 健康推進課 8.88% 8.82% 9.88% 9.23% 7.00% 重点１ △ 68%

4 自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数） 健康推進課 20.5人 15.9人 18.7人 17.7人 19.3人以下 重点１ ◎ 108%

第３章　健康・福祉～『健やかさ』をつなぐまちをめざして～

後期基本計画目標指標

課 題

【健康づくり】　健康課題の多種多様化への対応。地域における人とのつながりの強化。
【共生社会】　複雑化・複合化する生活課題の解決に向けた相談支援体制の構築
【医療体制】　物価高騰や患者数減少に伴う病院経常収支の悪化。医療人材の維持・確保。
【出会い・結婚・出産】　交流・出会いの場の創出。仕事と子育ての両立支援。多様化する幼児の保育ニーズへの対応。
【子育て環境】　子育て世代の交流の場や機会の確保。困窮するひとり親への経済的支援。
【高齢者福祉】　医療・介護双方のニーズを有する75歳以上の高齢者の包括的支援。介護人材の維持・確保。
【障害者福祉】　8050問題解決のための支援。障害のある人への自立支援。

主な成果

・令和５（２０２３）年１０月から、１・２歳児の保育料無料化、令和６（２０２４）年度から、保育園等を利用していない家庭へ家庭養育応援券「かしわ★ざ★キッズ！スターチケット＠
ホーム」の交付に取り組み、保護者を経済的に支援することができた。
・子育て応援券「かしわ★ざ★キッズ！スターチケット」が紙チケットでの利用に加え、電子決済での利用が開始され利用者の利便性を向上することができた。
・柏崎ショッピングモールフォンジェ内のキッズマジックを市営化・無料化したことで利用者の増加につながった。また、令和７年度に施設をリニューアルし、「柏崎の木」のぬくもり
を感じることができる無料の屋内遊び場を新たにオープンする。
・柏崎総合医療センターと新潟県、市が連携して取り組み、柏崎総合医療センターに令和４（２０２２）年度に２人、令和５（２０２３）年度に３人、令和６（２０２５）年度に６人の
　臨床研修医が着任したことで、地域医療体制の強化につながった。
・障がい福祉サービス分野において、福祉職員就職支援事業の対象事業所に通所施設を新たに加え、福祉分野における人材確保支援を強化した。
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章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率後期基本計画目標指標

主要施策２　安心できる医療体制を堅持する

1
医療・介護ガイドブックに関する講座等の参
加者数（累計）（延べ人数）

国保医療課 1,184人 1,219人 1,219人 1,219人 1,434人 ○ 92%

2 医師数（医療施設従事者） 国保医療課 117人 115人 （115人） （115人） 117人 － -

3 看護職員数（病院従事者） 国保医療課 724人 748人 （748人） 742人 727人 ◎ 102%

第２節　子どもを産み育てやすい『健やかな』環境をつくる
主要施策１　結婚や出産を望む人の希望をかなえる

1 婚活イベント１回当たりのマッチング割合 子育て支援課 45.8% 22.2% 52.9% 57.1% 50.0%以上 重点１ ◎ 114%

2 合計特殊出生率 子育て支援課 1.51(R元） 1.22 1.33 1.14 1.51以上 重点１ △ 75%

主要施策２　安心して子育てができる環境を充実させる

1 地域における子育て支援拠点施設数 保育課 19か所 18か所 18か所 18か所 19か所 重点１ ○ 95%

2
乳幼児健診を受診した乳幼児の保護者への
アンケートえ、柏崎で今後も子育てをしたい
と回答した人／受診者

子育て支援課 91.0% 92.3% 92.0% 91.2% 95.3% 重点１ ○ 96%

第３節　誰もが安心できる『健やかな』暮らしをつくる
主要施策１　支え合いの地域づくりを進める

1 ボランティア登録団体数 福祉課 72団体 76団体 77団体 79団体 90団体 重点１ ○ 87%

2 生活保護から自立した世帯数 福祉課 28世帯 16世帯 18世帯 25世帯 30世帯 重点１ ○ 83%

主要施策２　高齢者が安心して暮らせる環境を充実させる

1 コツコツ貯筋体操参加者数（実人数） 介護高齢課 3,076人 3,003人 2,836人 2,773人 3,820人 △ 73%

2 くらしのサポーター講座受講者数（累計） 介護高齢課 214人 245人 261人 301人 294人 ◎ 102%
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章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）
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評価

(◎、○、△、×、－)
達成率後期基本計画目標指標

3 認知症サポーター養成講座受講者数 介護高齢課 206人 176人 426人 696人 300人 ◎ 232%

主要施策３　障がいがあっても、自分らしく暮らせる環境を充実させる

1
障がいや障がいのある人を理解するための
研修・イベントの開催数

福祉課 13回 11回 10回 14回 18回 △ 78%

2 福祉施設から一般就労への移行者数 福祉課 9人 6人 8人 10人 13人 △ 77%

章 節
主要
施策

所管所属
当初

（計画策定時）
令和3年度 令和4年度 令和5年度

最終目標値
（令和7年度）

重点
評価

(◎、○、△、×、－)
達成率

第１節　子どもや若者の『たくましさ』をはぐくむ
主要施策１　知徳体のバランスの取れた教育を進める

1
「国語及び算数・数学の勉強は好き」と回答
する児童生徒の割合（小６）

学校教育課 67.6% 63.1% 60.6% 61.4% 68.0% 重点１ ○ 90%

2
「国語及び算数・数学の勉強は好き」と回答
する児童生徒の割合（中３）

学校教育課 55.1% 55.1% 59.3% 60.2% 58.0% 重点１ ◎ 104%

3
「学校に行くのは楽しい」と感じている児童生
徒の割合（小６）

学校教育課 84.5% 84.5% 87.4% 86.4% 95.0% 重点１ ○ 91%

第４章　教育・スポーツ～『たくましさ』をつなぐまちをめざして～

主な成果

・小学生の英語に関する興味関心を向上させるため、小学３年生から６年生を対象としてイングリッシュキャンプを開催し、ゲームなどを楽しみながら英語への理解を
  深めることができた。
・学校教育施設については、東中学校や荒浜小学校の改築工事をはじめ、大規模改修やトイレの洋式化など、子どもたちが安心・快適に学校生活を送ることが
  できるよう整備した。
・中学校に既存している８つの部活動において、休日の部活動地域展開の取組を実施することができた。地域クラブとして生徒が活動できる場の確保とともに、
  指導者を複数配置することで、生徒が専門的な指導を受けられる環境を整えていくことができた。
・アジア圏をはじめとする海外水球チームの合宿や事前キャンプなどを受け入れたことで、国際交流につながった。
・子どもたちにとって望ましい教育環境の提供を目的とした学区再編については、統合に向け地域やPTAから推薦された代表者による統合準備委員会を立ち上げるなど、
  統合に向けた具体的な準備を進めることができた。

課 題

【学校教育】　子どもを取り巻く環境の目まぐるしい変化への対応。児童・生徒数が減少する中での活動維持。
【教育環境】　老朽化等による学校施設機能の改善。特別な支援を要する児童生徒のサポート体制の構築。
【生涯学習】　生活環境の変化や情報通信環境の進展による利用者ニーズの変化への対応。
【スポーツ振興】　運動習慣の増加のための機会や環境の整備。体育施設の老朽化対策。

後期基本計画目標指標
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4
「学校に行くのは楽しい」と感じている児童生
徒の割合（中３）

学校教育課 82.5% 82.5% 86.4% 84.6% 90.0% 重点１ ○ 94%

5
児童生徒の体力が全国平均を上回っている
体力テストの種目の割合

学校教育課 93.1% 93.1% 87.5% 84.4% 93.1% 重点１ ○ 91%

主要施策２　地域の人・もの・資源を活かして若者を育てる

1
「地域行事への参加」、「地域・社会への参画
意識」の２項目の質問に対する望ましい回答
の割合（県との比較）（小６）

学校教育課 0.3% 0.3% -0.2% -3.8% 1.4% 重点１ × 0%

2
「地域行事への参加」、「地域・社会への参画
意識」の２項目の質問に対する望ましい回答
の割合（県との比較）（中３）

学校教育課 2.9% 2.9% 0.4% 1.5% 5.5% 重点１ × 27%

3
「学校の教育活動及び家庭との連携による
児童生徒の生活習慣改善の取組」に関する
学校の自己評価結果

学校教育課 指標値86 指標値86 指標値86 指標値86 指標値86 重点１ ◎ 100%

4
「保幼小中の連携による児童生徒の円滑な
就学や途切れない指導・支援が推進できた」
とする学校の自己評価結果

学校教育課 指標値82 指標値78.5 指標値80.7 指標値86 指標値87 重点１ ○ 99%

主要施策３　教育環境を充実させる

1
25年以上経過した市内小・中学校の未改修
面積割合

教育総務課 29.5% 29.3% 27.3% 27.3% 21.2% △ 71%

2 教職員のICT活用研修の受講者数 教育センター 190人 411人 417人 489人 470人 ◎ 104%

第２節　学びを通じて地域の『たくましさ』をはぐくむ
主要施策１　学びの機会を充実させる

1
参加者が募集定員の70％を超える学習講座
の割合

文化・
生涯学習

課
78.3% 71.8% 76.9% 68.3% 85.0% ○ 80%

2
図書館貸出利用登録者数（累計）の人口割
合

図書館 46.6% 45.7% 46.8% 44.6% 50.0% ○ 93%

主要施策２　家庭・地域の教育力を高め、共助社会を形成する

1 生涯学習地域人材バンク登録者数（累計）
文化・

生涯学習
課

57人 56人 39人 46人 80人 △ 68%

2 連携による講座実施数（累計）（延べ数）
文化・

生涯学習
課

87講座 117講座 117講座 104講座 100講座 ◎ 110%
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第３節　スポーツを通じた『たくましさ』をはぐくむ
主要施策１　スポーツによる地域づくりや生きがいづくりを進める

1 市内体育施設利用者数（延べ人数）
スポーツ
振興課

452,725人 544,692人 627,415人 656,846人 840,000人 重点１ △ 78%

2
市、柏崎市スポーツ協会、体育施設指定管
理者主催スポーツイベント参加者数（市民大
運動会を除く。）（延べ人数）

スポーツ
振興課

48,139人 21,015人 46,421人 47,005人 77,000人 重点１ △ 61%

3
ブルボンウォーターポロクラブ柏崎のサポー
ター人数

スポーツ
振興課

302人 293人 273人 217人 650人 重点１ × 33%

主要施策２　全国や世界に通用する競技者を育てる

1 全国大会以上の個人の入賞数
スポーツ
振興課

20人 11人 12人 25人 30人 重点１ ○ 83%

2
全国大会以上の個人の入賞数のうち国際大
会の対象者数

スポーツ
振興課

6人 4人 1人 5人 5人 重点１ ◎ 100%

3 全国大会以上の団体の入賞数
スポーツ
振興課

8団体 9団体 2団体 8団体 10団体 重点１ ○ 80%

4 全国大会以上の個人の出場数
スポーツ
振興課

58人 34人 70人 96人 80人 重点１ ◎ 120%

5
全国大会以上の個人の出場数のうち国際大
会の対象者数

スポーツ
振興課

10人 4人 4人 5人 10人 重点１ △ 50%

6 全国大会以上の団体の出場数
スポーツ
振興課

16団体 15団体 15団体 14団体 20団体 重点１ △ 70%
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